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１） データの増補 

深層地下水データベース（第２版）では，高橋ほか（2011）刊行後，印刷物として出版さ

れた論文，報告書，書籍等の文献，あるいは温泉地に掲示されている温泉分析書等に，深部

流体，深層地下水，温泉水，あるいは湧水等と記述されている深層地下水に関する水温，化

学分析データ等の地化学データ及び位置情報を採録した文献データと，産業技術総合研究

所活断層・火山研究部門深部流体研究グループが保有する深層地下水に関する地化学デー

タ及び位置情報を採録した産総研保有試料データを公表する．データベースとして公表す

る項目は，高橋ほか（2011）と同じ． 

 

＜水試料＞ 

試料 ID，試料採取地点（都道府県名），pH，水温，地化学温度，化学組成（Na+，K+，Mg2+，

Ca2+，Li+，NH4
+，Cl-，SO4

2-，HCO3
-，CO3

2-，OH-，F-，NO3
-，NO2

-，PO4
3-，Br-，I-，Si，

B，Al，As，Cu，Fe，Fe2+，Fe3+，SiO2，Pb，Hg，Cr，Mn，Fe，Li，Rb，Sr，Ba，Cs），

同位体組成（ D_H2O， 18O_H2O， 13C_DIC， 14C_DIC，4He，20Ne，4He/20Ne，3He/4He，

3H，36Cl/Cl， 34S_SO4，
87Sr/86Sr），参考文献． 



＜ガス試料＞ 

試料 ID，試料採取地点（都道府県名），化学組成（He，Ne，H2，O2，Ar，CO2，CO，CH4(C1)，

エタン（C2），プロパン(C3)，イソブタン(iso-C4)，n-ブタン(n-C4)，ネオペンタン(neo-

C5)，イソペンタン(iso-C5)，n-ペンタン(n-C5)，2,2-ジメチルブタン(2,2-DMB)，2,3-ジメ

チルブタン(2,3-DMB)，2-メチルペンタン(2-MP)，3-メチルペンタン(3-MP)，n-ヘキサン

(n-C6)），同位体組成（ 13C_CO2， 18O_CO2， D_CH4， 13C_CH4， 13C_ethane, 4He，

20Ne，22Ne，36Ar，40Ar，84Kr，132Xe，4He/20Ne，3He/4He）． 

 ここでいう＜ガス試料＞とは，深層地下水に伴うガスのことであり，例えば噴気地帯，火

山地帯等で放出されているガスに関するデータは収録していない．試料 ID は＜水試料＞の

ID と共通である． 

 

２）データの改訂 

 文献名が異なっても地化学データが全く同じ場合は，重複データとして１つを残しそれ

以外はすべて削除した． 

高橋ほか（2011）として公表した深層地下水に関する位置情報を再度確認した．また位

置情報の原データを世界測地系に統一した． 

 高橋ほか（2011）では，酸性あるいはアルカリ性の試料に関しても非常に厳密にイオン

バランスを計算したため，文献や温泉分析書からの多数の地化学データを掲載することが

出来なかった．そのため深層地下水データベース（第２版）では，酸性（pH<4.8）あるい

はアルカリ性（pH＞8.3）の試料についてはイオンバランスが合わなくても削除せずデータ

ベースに採録するという方針に変更した． 

 デジタル化になじまない表現がある場合は，以下の基準で置き換えた． 

① ＜○○, TR, trace, 痕跡, n.d., ND の表記は，「0」とした． 

② ●±▲と誤差の表示がある場合は，誤差でない数字（●）のみ採録した． 

③ 空欄あるいは上記以外の文字の表記がある場合は，「-999」とした． 

④ 水温データの表記に幅がある場合（<25℃，25-42℃，46-52℃，＞42℃，<90℃のよう

な例），24℃，41℃，51℃，59℃，89℃とデータファイルに入力されている場合がある

ことがわかった．このような場合，各深層地下水の原データを再度調査し，実際に 24℃

等でないことを確認した後，水温データを削除した． 

産業技術総合研究所深部流体研究グループでは， D_H2O， 18O_H2O については，2012

年以降，波長可変半導体レーザー吸収分光法の一種である波長スキャンキャビティリング

ダウン分光法（以下 CRD 法）と，従来からの質量分析法を併用して分析している． 18O_H2O

に関しては両者の違いが 0.3‰を超える場合は測定データ 1994 件中 98 件（4.9％）であっ

た．公表するデータは質量分析法で分析した結果を優先するが， D_H2O について質量分

析法による結果が得られていない場合は， 18O_H2O における差が質量分析法と CRD 方と



の間で 0.3‰以内であることを確認できた場合のみ，CRD 法により得られた D_H2O の値

の公表を行う． 

現在の登録数は総計で 23,647 件である．うち 497 件には，水試料データに対応するガス

試料データがある． 

 

3）図の表示 

 深層地下水データベース（第２版）では，緯度経度各方向１°を 16 分割（0.0625°，概

略 1 辺７km 程度）して，その区画内にある 1 つの地点をその区画の代表地点として表記す

る方法に変更した．また，図に表示するデータの選択は産総研保有試料データを優先とし

た． 

 緯度経度各方向１°を 16 分割した区画で表現するのは，高橋ほか（1993）等の地熱資源

図において，42℃以上の温泉が孤立して存在する場合，温泉から半径５km 以内を地熱資源

賦存有望地域と規定していることを参考としている．緯度経度各方向１°を 16 分割する表

現法を用いるものに風早ほか（2015）がある． 

 表示する図は，高橋ほか（2011）と同じ． 

① 水温 

② pH（酸性を優先した図と，アルカリ性を優先した図の２図） 

③ Cl-濃度，④ SO4
2-濃度，⑤ TDIC 濃度，⑥ Li＋濃度 

⑦ 地化学温度計（Na-K-Ca 温度計 (Truesdell, 1976)，Na-K-Ca-Mg 温度計 (Fournier and 

Potter, 1979)の２図） 

⑧ 水質タイプ 

 水試料の Cl-，SO4
2-，HCO3

-+CO3
2-各イオンの当量比により区分する． 

 (1) Cl タイプ：SO4<0.2 ∩ HCO3+CO3<0.2 

 (2) HCO3 タイプ：Cl<0.2 ∩ SO4<0.2 

 (3) SO4 タイプ：Cl<0.2 ∩HCO3+CO3<0.2 

 (4) Cl-HCO3 タイプ：SO4<0.2 ∩Cl タイプ，HCO3 タイプでない 

 (5) Cl-SO4 タイプ：HCO3+CO3<0.2 ∩ Cl タイプ，SO4 タイプでない 

 (6) HCO3-SO4 タイプ：Cl<0.2 ∩ HCO3 タイプ，SO4 タイプでない 

 (7) その他：(1)〜(6)の分類に当てはまらない 

 (8) 淡水：Cl<100mg/L 

 同じ区画内で上記水質分類のカッコ内の数値が小さい水質タイプを優先して表示した図

と，同じ区画内にある「その他」と「淡水」を除いた水質タイプのうち一番数の多い水質タ

イプを表示した図の２図． 
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